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＜連絡事項＞

· 下館SGM本日13：00～17：00まで五戸に出張している。

· 本日17：30～中級試験、明日17：30～上級試験が実施される。

· 経過連絡票は昨日提出締め切りとなっていたが、まだ提出していない方は早急に提出するように。

· 本日、旧棟のスチールラックを新棟のデイナイトケア倉庫に設置予定。

· 俳句、短歌作成の担当になったスタッフは明日締め切り。

＜外来情報＞

· 平　康子様　　～変わりなし。気分も安定しており、主治医より採血データ結果を説明し、食事を

注意するように説明している。

･　中居　松男様　～「とにかく眠い」と話され、睡眠は7時間取っているとのこと。

･　奥山　以依子様～明日、市役所の帰りに冬物を購入してくる予定と話されている。

･　鈴木　恵美子様～膝の痛みあり。ナパゲルン軟膏処方している。

· 横山　耕生様　～外泊の為、1日分の薬が足りないとの事で受診されている。本人様より「外泊す

る時はいつも2～3日分余分に薬を出してもらっている」と話されており、1泊するから1日分処方される事を伝えると納得されている。次回11/14（水）受診予定。

· 長瀬　紘一郎様～詰まる事無く、食事は食べれているとのこと。「血圧が高いことあるが、体調は

悪くない」と話されている。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

･　中居　美津子様～「薄着したら咳と鼻水が出る」と話され、PL3日分処方されている。

· 鹿原　博夫様　～主治医が幸房について質問すると「幸房で蕎麦を作ると収入にはなるが、チラシ　

配りの方が収入が高い」と答えている。

· 前野　義勝様　～11/5に鹿内病院より4種類の薬を処方されたとのこと。頭痛の訴えありカロナ

ール3日分処方となっている。「耳の聴こえが悪くて月・水・金で耳鼻科に通っている」と話されている。ニコチンパッドが聞くのか主治医に質問され、禁煙外来のパンフレットを渡している。

· 山田　健次様　～「ナイトケアで血圧を測っている」と話され、主治医より夜道は暗いから反射板

等を利用して歩くように説明されている。

· 柳町　信之様　～昨日、生活保護の実態調査が来た事説明している。4～5日前と、昨日に排便時　

に出血あり。主治医より食物繊維を多く摂るように説明している。

＜利用者様情報＞

· 本田　英之様　～来所されて「今日外泊だから、欠席します」と話されている。来所時、表情さえ

なく、話し掛けられたくない様子が見られる。

· 宮　陽子様　　～気分の浮き沈みが激しく、プログラム中にスタッフやメンバーに話し掛けている

かと思えば、座ってぼんやりとされたりしている。

· 田名部一樹様　～鼻水、頭痛、体のだるさの風邪症状を訴えあり。来所後にバイタル測定（体温　

36.6℃）昼食前に再度体温を測り、35.9度と異常なし。昼食は全量摂取され、体調についてスタッフが声掛けすると「鼻水も頭痛もなくなり、良くなりました」と表情良く話されている。

· 繁名　和恵様　～定時になっても来所されなかった為、青山荘に電話している。本人様より「体調　

が悪いから、少し寝ていきます。昼食には行きます」と話され、昼食前に来所されている。本人様に体調について尋ねると「朝起きたら具合が悪く、二重分裂が起きた。おまけに起きていると肺が痛く、寝ていると大丈夫」と通所にいられない事を話し、昼食後に早めに帰荘されている。

· 森　　彩子様　～定時になっても来所されなかった為、電話し「引越しのために行けないので、欠

席します」と話されている。11/9に引越し予定。

· 横山　耕生様　～外泊する為1日分処方されている。来所後「青山荘スタッフに午前中だけでいい

からと言われたから帰ります」と話し、スタッフの説明も聞くことはない。昼食後に早めに帰荘されている。

· 晴山　美智子様～定時になっても来所されなかった為、電話したところ、本人様の中で利用日が
火・水・金となっており「今日は通所日ではないから」と話されている。
⇒本人様と話し合って利用日について面談を行う。
· 江刺家　陽輝様～母親から「体調が悪い為、休ませます」と電話あり。
· 関　秀治様　　～右足親指に炎症見られるため、受診したところ、巻き爪ではなく炎症を起こして
いるとの事。薬と軟膏を処方されている。
＜事例検討＞

· 宮　陽子様　（56歳）　　

通所利用開1年6ヶ月　　　　出席率　70～80％

　・本人様より「来年2月に退荘できる」と話されている。

・妄想、被害妄想があり。

【問題点】

・薬の拒否見られる。　

　　　　⇒服薬手帳を引き続き実施していく。

　　・メンバー交流でキツイ言葉を話す。

　　　　⇒①主治医に情報提供し、薬の調整を検討してもらう。

　　　　　②集団行動について指導を行う。

　　　　　③個別にその都度対応し、指導していく。

　※自宅に外泊する時、他メンバーを誘うことがあるので要注意する。

· 上久保　善郎様（42歳）

　　　　通所利用9ヶ月　　　　　　出席率　90～100％

・今までも注意・指導を受けているが「いがべぇ」と話し改善される事はない。

【問題点】

・飲水量が多い。

　　　　⇒主治医に情報提供を行い、飲み方に決まりごとを作り、本人様に何回も伝えていく。

　　　　　　青山荘の実施例：1.5L／日　　

・整容に気をつける。

　　　　現在：顔がしっかり洗えていない。食べかすが付着。髭の剃り残しあり。

　　　　⇒時と場に応じた整容が出来るように指導していく。

　　・特定スタッフや特定メンバーとの過度の接触あり。

　　　　⇒個別面談実施する。

　　　　　　※調子が良い時に行うと効果がある。

　　・プログラム中にガム、水の飲食あり。

　　　　⇒注意して指導する。










